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１．女性メッセンジャーのネットワークを構築し、女性間での協力、情報交換の場を提供する。 
 

２．ＴＰＣでのメッセージを担当すると共に、要請があった場合には、教会、集会への女性 

メッセンジャーの紹介を行う。 
 

３．若手の女性メッセンジャーの育成をする。 

 

 

 

  

 

 

 

 TPC女性メッセンジャーの会 
TPC Woman Messengers (TWM) 
 

 

 

 １．ＴＷＭメンバーが、お互いの働きに興味を持ち、良い連携が出来るように。 

２．日本に素晴らしい女性メッセンジャーがたくさん、おこされるように。 

３．教会が、地域のコミュニティの中心となるように。 

４．若い働き人がたくさんおこされ、無牧の教会がなくなるように。 

５．日本と世界のリバイバルのために 

 

 

2008 年、「お父さんが脳梗塞で倒れた」と電話が来ました。駆けつけた私は父

の手を握り、「ああ、死ぬ間際に救われましたという証を聞くけど、こういう状況な

んだな」と思いつつ「お父さん、イエス様を信じましょう」と勧めました。すると

父は答えました。「いやだ」と・・・え？こういう時、信じるって答えるもんじゃな

いの？ この後すぐに父は意識を失い、医者からは「命が助かったとしても、脳のほ

とんどにダメージがあり植物状態になるだろう」と言われました。この時、一番必

要とされた信仰は、死の淵にいる父も含めて『家族が救われることを本当に信じる

か？』ということでした。 

 私は、神棚と仏壇がある家で生まれ育ち、私と姉と妹だけが教会に行きました。両親に洗礼を反対される中、

あきらめた姉は教会からも離れてしまいました。「祈って求めるものは何でも、すでに受けたと信じなさい」

マルコ 11：24 の通り、家族皆で礼拝する姿をイメージし祈り続けました。でも、何の変化もなく 10 年、

20年と月日は過ぎ、父が脳梗塞で倒れ・・・私は「それでも信じます！」と告白するしかありませんでした。 

 その後、父に介護が必要になったため、祖母は老人ホームに入所しま

した。祖母に、イエス様の十字架の話をすると、明確に信仰告白し、百

歳で洗礼を受けたのです。 

これに続いて洗礼を受けたのは姉でした。『アルプスの少女ハイジ』の

おじいさんが福音書の「放蕩息子」を通して悔い改めるところを読んで、

まさしく自分も教会から離れていたと悔い改め、洗礼を受けたのです。 

すると母が「嫁の分際で、洗礼を受けるなんて、そんな勝手なこと許

されるの？」と。姉が「いい嫁であるためにも、洗礼を受けたのよ」と

返答すると、母は、つかえていた何かが取れて、自分も洗礼を受けるこ

とになりました。そうしたら、あの父も、洗礼を受けたのです。一昨年

のことです。今では毎週の礼拝を誰よりも楽しみにしています。自宅で

暮らせるほど回復し、医者を驚かせています。 

私にとって、一番信じるのが難しい奇跡（家族の救い）を起こしてく

ださった神様に感謝します。 

 

 

家 族 の 救 い 

車中の両親 

チャーチ・オブ・ゴッド 大江町教会 

牧 師  高 橋  香世 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局より＞  

忙しい時期ですが、健康に気を付けて、良いお年をお迎えください。 

各種ご入金や献金は下記の口座にお願いいたします 

（口 座 名） TPC女性メッセンジャーの会  

ゆうちょ銀行からご入金の場合 記号１０１１０ 番号２７９５１５１１  

他の金融機関からご入金の場合 店番０１８（普通）番号２７９５１５１ 

 

 会  長  保田みゆき  

会長代理  朝比奈二三代 

事 務 局  平石加代子  

サポート   所美保  

千代田区神田駿河台 2-1 OCC 404号 

   東京プレヤーセンター内 

TEL & FAX 03-5577-6365 
Mail； info@tpc365.com 

 

（平石Mail；myrtus@mb.infoweb.ne.jp） 

 

  

 
 

 
２日（土）市川セツ子 

（セツ子の部屋 主宰） 

３日（日）北郷麿利子 

（ＩＴＣＮ午後集会 サーバントリーダー） 

７日（木）伏見美恵子 

（日本ホーリネス教団 八街栄光キリスト教会 牧師） 

９日（土）美保＆ルガール 

（となりびと 主宰） 

１０日（日）高清水千秋 

（ふじみ野キリスト教会 伝道師） 

１４日（木）金福伊 

（東京シャローム教会 牧師、東京神学校 教授） 

１６日（土）植村公美子 

（お茶の水クリスチャンセンター 職員） 

１８日（月）小泉麻子 

（日本基督教団 大和教会 牧師） 

２４日（土）朝比奈二三代 

（ハウスチャーチぶどうの木 主宰） 

 

 

 

 

 

「女の一生 一部・キクの場合」 遠藤周作 
 

映画化、オペラ化などされて世界的に有名になった「沈黙」と対をなす作品と

言ってもいいかもしれません。「沈黙」が徳川幕府による切支丹迫害をテーマ

にしたものなら、これは、幕末から、明治政府への変換期に起こった切支丹迫

害の史実をもとに書かれた作品だからです。 

幕末に、長崎で多くの隠れ切支丹が現れ、バチカンをはじめとするキリスト教

国に大きな衝撃を与えたのは周知のことです。新たなる時代の幕開けに、当時

の切支丹たちは、大いに期待しました。しかし、明治政府は天皇を中心とした

国づくり、つまり、神道による統一を目指したため、切支丹禁令は、相変わら

ず、続いたのです。つい、１５０年くらい前の出来事です。 

信教の自由が保障されている現代ですが、そこに至るために、どれだけの殉教

と、祈りと涙があったかを忘れてはいけないと思わされます。 

Merry Christmas! 
一年があっという間に過ぎていきます。町の風景は、ハロウィンが終わると、一気

にクリスマス飾りに変わり、クリスマスケーキの予約が始まります。 

どちらが本家なのかと言いたくなるような感じで、毎年苦笑いをします。 

「日本のリバイバル」ということの意味をしっかりと考えて、その日が来るための

備えをしなければなりません。今年のクリスマス、皆様の周りで、たくさんの人々

がイエス様を信じ、心にお迎え出来ますようにと、お祈りします。 

mailto:myrtus@mb.infoweb.ne

